
・れ
そ
う
」
と
大
久

て

い
る
。

チ
レ
ン
と
い
う
物

・て
、
自
分
自
身
を

一
成
が
進
む
と
″老

す
で
に
エ
チ
レ
ン
除
去
剤
が
市
販

さ
れ
て
お
り
、
吸
着
、
分
解
な
ど

の
方
法
で
発
生
し
た
エ
チ
レ
ン
を

取
り
除
い
て
い
る
。

大
久
保
さ
ん
が
実
験
に
使
用
し

固
定
し
て
動
き
が
少
な
い
部
分
。

一
方
ヽ
明
る
く
光

っ
て
い
る
球
は

よ
く
動
い
て
い
る
部
分
で
、
た
ん

包
ん
で
保
存
し
た
と
こ
ろ
、
長
持

ち
効
果
が
現
れ
た
と
い
う
。

青
森
産
ス
タ
ー
キ
ン
グ
を
用
意

し

「何
も
し
な
い
」

「
一
平
方
研

あ
た
り
六
十
、い
。
杉
の
ヒ
ノ
キ
ス
一

ぱ
く
の
働
き
の
中
心
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
た
ん
ぱ
く
に
対

す

る
抗

体

は
、
こ
の
動
い
て
い

る
部

分

を

見
き
わ
め
て
作
ら
れ

つ０
。こ

う
し
た
手
法
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
顕
微
鏡
と
名
付
け
ら
れ
て

お
り
、
郷
教
授
は

「た
ん
ぱ
く
分

子
を
時
間
的
に
、
空
間
的
に
拡
大

し
て
み
せ
て
く
れ
る
わ
け
で
、
利

用
価
値
は
大
き
い
」
と
い
う
。

こ
）′
　
ノ
ｒ

こ
Ｆ

，
斉
」
に

一二
ヽ

の
ま
ま
」

「除
去
剤
」
に
比
べ
て

半
分
程
度
の
量
だ

っ
た
。

ま
た
、
と
り
た
て
の
味
を
０
に

し
て
味
の
評
価
を
行

っ
た
と
こ

ろ
、
他
が
マ
イ
ナ
ス
ー
以
下
だ

っ

σ
に

，
こ
て
　
Ｌ
ゴ
斉
と

一
れ
に

し
た
場
合
に
効
果
が
上
が
る
理
由

や
、
ヒ
ノ
キ
チ
オ
ー
ル
が
エ
チ
レ

ン
を
抑
制
す
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
な
ど

を
今
後
調
べ
て
み
た
い
」
と
話
し

て
い
る
０
　

‐
・
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画
像
化
さ
れ
た
、
た
ん
ぱ
く
の
動
き

敷地内汚染度、平常時に鑓

が
完
成
し
た
。

こ
の
二
年
間
に
復
旧
作
業
に
参

加
し
た
人
は
、
数
万
人
に
達
し
、

避
難
者
に
は
就
職
を
あ

っ
せ
ん

し
、
住
宅
が
確
保
さ
れ
た
。
補
償

金
や
特
別
補
助
金
と
し
て
、
九
億

″

（
千
八
百
九
十
億
円
）
以
上
が

支
払
わ
れ
た
０
事
故
の
後
始
末
の

直
接
費
用
は
約
四
十
億
謝

（八
千

四
百
億
円
）
、
生
産
減
な
ど
の
損

害

を

加
え

る
と
、
約
八
十
億
計

全

兆

六

千

八
百
億
円
）
に
の

ぼ
る
。

な
お
、
五
、
六
号
炉
の
建
設
工

事
は
当
面
、
凍
結
さ
れ
た
。
チ

ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
で
使
わ
れ
た
黒
鉛
チ

ャ
ン
ネ
ル
炉

（Ｒ
Ｂ
Ｍ
Ｋ
型
炉
）

は
今
後
、

一
般
に
建
設
し
な
い
こ

と
に
決
ま

っ
た
。
現
在
、
五
、
六

号
炉
で
除
染
作
業
が
行
わ
れ
て
い

る
。

（
ソ
連

。
ノ
ー
ボ
ス
チ
通
信
）

損
害
額
は
１
・
７
兆
円
に

く特別電鰹電話悽諄 fi胃彗て蝙顆羹卜巻

膏
問

空
間
的
拡
大

の
は
、
牛
の
ス
イ

れ
て
い
る
ト
リ
プ

ダ
ー
。
た
ん
ぼ
く

こ
を
抑
え
る
酵
素

二
十
八
個
か
ら
で

の
た
ん
ぱ
く
。

エ
ッ
ク
ス
線
に

一
析
な
ど
の
デ
ー

ニ
す
る
原
子
間
の

角
度
だ
け
が
動

に
し
た
条
件
で
計

｛
発
。
ス
ー
パ
ー

‐
で
百
時
間
か
け

”化
し
た
ｏ
そ
の

一ま
と
め
た
の
が

一球

一
つ
が
原
子

一り
、
暗
い
球
は

チェルノブイリ惨事から2年

５００
万
人
以
上
が
検
診

ソ
連

・
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子

力
発
電
所
の
事
故

（
一
九
八
六
年

四
月
二
十
六
日
）
か
ら
二
年
た

っ

た
。ソ

連
原
子
力
産
業
省
の
Ａ

・
コ

ワ
レ
ン
コ
情
報

。
国
際
交
流
部
長

ら
に
よ
る
と
ヽ
原
発

（事
故
炉
は

四
号
炉
）
建
屋
内
と
敷
地
内
の
放

射
能
汚
染
度
は
、
除
染
作
業
の
結

果
、
通
常
操
業
時
の
水
準
ま
で
下

が

っ
た
。

現
在
の
汚
染
度
は
、

一
号
炉
の

管
理
棟
で
〇

・
五
―
〇

・
七
、ハ
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
／
時

（
一
時
間
当
た

り
の
放
射
線
の
照
射
線
量
）
、
二

号
炉
で
三
―
七

リミ

・
レ
ン
ト
ゲ
ン

／
時
で
あ
り
、
敷
地
内
の
エ
ー
ロ

ゾ
ル

（大
気
中
の
粉
じ
ん
や
霧
）

濃
度
は
、
許
容
値
の
ほ
ぼ
十
分
の

一
と
な

っ
て
い
る
。

同
原
発
か
ら
半
径
二
十
計
以
内

の
地
域
の
汚
染
度
は
一
爆
で
な
・

い
。
南
部
の
状
態
が
最
も
よ
く
、

当
初
の
予
想
よ
り
放
射
能
が
速
く

減

っ
て
い
る
。

（汚
染
し
た
）
五

十
万
立
方
眉
の
土
壊
が
密
封
さ
れ

た
。
ド

ニ
エ
プ
ル
川
と
プ
リ
ピ
ャ

チ
川

の

流

域
に
は
、
百
万
立
方

情
に

の
ぼ
る
土
を
使

っ
て
堤
防

を
築
き
、
完

全

に
汚

染
を
防
い

だ
。（原

発
周
辺
の
）
六
百
か
村
の

除
染
が
行
わ
れ
、
五
百
万
人
以
上

が
検
診
を
受
け
て
い
る
。
移
住
者

向
け
に
二
万

一
千
戸
を
超
す
住
宅

と
、
約
八
百
棟
の
社
会

・
生
活

・

文
化
施
設
が
建
設
さ
れ
た
。ま
た
、

原
発
関
係
者
向
け
の
新
し
い
町
ス

ラ
ブ
ー
チ
チ

ャ
の
第

一
期
工
事
分

豊
富
で
、
人
工
臓
器
が
ど
ん
な
も

の
か
、
そ
の
役
割
と
限
界
も
よ
く

わ
か
る
。
百
五
十
余
項
目
に
わ
た

る
人
名

・
用
語
解
説
も
貴
重
な
資

料
だ
。

三
田
出
版
会
、
二
千
八
百
円
。

摯 が 資 十義 鴬 プ ト 竜 ヘ


